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原油調整金、5割下げ サウジ産6月積み  アジア向け、供給懸念が一服

日経新聞

サウジアラビア国営石油会社のサウジアラムコは、アジア向けに⾧期契約で原油を販売する際に指標価

格に上乗せする調整金を引き下げる。代表油種の6月積みは、2000年以降の最高値だった5月積みに比べ5割

安い。

ロシアのウクライナ侵攻による供給懸念の一服感や、中国の新型コロナウイルス感染拡大に伴う需要減退

などが反映されたとみられる。

主要油種の調整金をそろって下げるのは4カ月ぶり。代表油種「アラビアンライト」の調整金は1バレル

4.40ドルの割り増しと、5月積みに比べて4.95ドル下がった。

ロシアの軍事侵攻と西側の経済制裁で一時強まった原油の需給逼迫観測は、足元でやや和らいできた。需

給のタイト感を示し、調整金の算出に影響するとされるドバイ原油の現物と先物の価格差は4月以降、縮小

した。調整金もこれを映す形で前月比で圧縮された。

欧州北西部や地中海向けの調整金も前月比で下がる中、アジア向けの下げ幅は相対的に大きかった。アジ

アはロシア産原油を巡る供給懸念の影響度合いが小さい。アジア最大の消費国である中国の需要が、都市

封鎖（ロックダウン）で減速したことも背景にある。

一方で、ロシア産原油の代替調達先の一つとして中東産の需要が高まっている。「今月の調整金は下がっ

たものの、推計値よりも0.5ドル程度高い」（マーケット・リスク・アドバイザリーの新村直弘共同代表）

との指摘がある。
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フェノール価格5.9%高 5月、国内大口

合成樹脂などの原料となる基礎化学品フェノールの国内大口価格が5カ月連続で上昇した。三井化学など

が決める5月分の国内価格は1キロ374.9円と、4月分と比べ20.8円（5.9%）高い。原料のベンゼンの値上がり

を反映した。

日経新聞
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2022年5月11日

油脂各社 原料高騰で苦境に 値上げしても追い付かず

畜産ｼﾞｬｰﾅﾙ

.
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マレーシア パーム油 先物一時 7,000リンギ超えに高騰

畜産ｼﾞｬｰﾅﾙ
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2022年5月11日

トラックドライバーの働き方改革

化学日報

.


